
自転車安全
利用五則を
守ろう！！
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この標識のある歩道
では自転車も歩道を
通行することができます。

歩道

歩道
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後方からくる車に注意！

道路（車道）の左端を通行しましょう。

車道

歩道 ×

自転車は歩道の車道よりをゆっくり
走りましょう。
歩道は歩行者優先です。

○ 飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
○ 夜間はライト点灯
○ 交差点での信号遵守と

一時停止・安全確認

×
×

保護者は
○ １３歳未満の子どもが自転車を
運転する場合
○ ６歳未満の子どもを自転車に同乗
させる場合
は、ヘルメットをかぶらせるように
努めなければなりません

ヘルメットを着用しましょう。

小学生中・高学年用
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「自転車編」
○ ヘルメットの確実な着装
ヘルメットは、転倒時における被害軽減の

重要な装備です。また、子供にヘルメットを
着装させることは、大人の義務です。

○ 歩道における安全走行
１３歳未満の子供は、歩道を自転車で走行

することができます。しかし、歩道はあくまで
歩行者が優先です。歩道を走行する時は、
安全な速度と方法で走行させましょう。

○ 自転車損害賠償責任保険への加入
過去には、高齢者に衝突した自転車運転

者に対し、約9,400万円の賠償命令が下っ
た事例もあります。万一の事故に備
え、自転車保険に加入しましょう！

ご家族の皆様へ

学校周辺や公園付近、住宅街などでは、車のスピードを控えた安全運転を励行しましょう。
ドライバー、一人一人が歩行者優先を意識して子供を交通事故から守りましょう。

「歩行者編」
○ 飛出しの危険
急な道路の横断は、ドライバーにとって予

測ができず危険です。曲がり角や横断する
時には必ず「止まる」ことを教えましょう。
○ 安全な横断の方法
・ 近くに横断歩道があれば、必ず横断歩道
を渡る

・ 横断歩道でも必ず一時停止して左右の
安全確認をする。

・ 駐車車両や物陰からの横断をしないよう
にする。

ドライバーのみなさんへ

曲がり角や交差点に注意！

右左折時は側方に注意！

駐停車車両などの物陰に注意！

子供に教えること

家族で交通安全を考えよう！

宮城県内の交通事故の傾向！（令和２年３月末）

「高齢者が関係する死亡事故が多発」
○ 高齢歩行者の事故が多い

高齢者が歩行中、車と衝突する事故が多
く発生しています。その高齢歩行者にも何ら
かの原因が認められ、横断歩道外横断が多
くなっています。
○ 高齢運転者の事故が多い
高齢運転事故は、交差点で多く発生し、

出会い頭による事故が多発しています。
★ポイント
高齢者は、判断能力、身体能力の低下を自覚
し、安全に歩く、運転することが重要です。

「車線逸脱の死亡事故が多発」
○ 車両単独の死亡事故が多い

車両が車線をはみ出し、工作物に衝突す
る死亡事故が多発しています。
また、車線はみ出しによる正面衝突事故も

発生しています。

★ポイント
車線はみ出しは、「考え事」、「ぼんやり運転」、
「スピードの出し過ぎ」が主な原因です。車を
運転する時は、緊張感を持って運転することが
極めて重要です。

宮城から交通事故をなくしましょう！
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